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聞に連載するなど、六ヶ所村長選、村議選、住民の最近の状況を克明に記事されました。鎌田
先生の著作の公刊から 25 年経て、若い世代の伊藤さんたちが、いわゆる、青森県の下北“核”
半島の近況をどのように把握し、私のような年配者と異なる視点から、六ヶ所村の核廃棄物の
処理をめぐる問題をどのように考えているか、お聞きしたいと思った次第です。また、国際政
治が御専門で、世界とアジアの核問題に造形が深い、早稲田大学の山本武彦・名誉教授に討論
者の一人として出席をいただきました。最後に、私も青森県の核燃施設反対運動の実態を述べ
て、討論者の一人として参加することにしました。できれば、このようなシンポジウムを１回
で終わらせないで、毎年取り上げ、シリーズにして内容を公刊し、若い世代、とくに学生の皆
さんにこの問題への知識を深めて欲しいと思っています。簡単ではありますが、シンポジウム
の目的と意義を述べて、開会の挨拶に代えたいと思います」。 
 
 
第１章、下北核半島の実態 
 
鎌田  慧 
（ルポライター） 
 
 皆さんはじめまして、鎌田慧と申します。今日ここに呼んでいただきましたことを光栄に思
います。また今回のシンポジウムを企画された藤本一美先生に感謝を申し上げます。 
 私は青森県出身でありまして、弘前高校を出てから東京に出てきて町工場で 3 年間働き、そ
のあと早稲田大学でロシア文学を学びました。藤本さんがさっきおっしゃったように、私も高
校生のころは全然青森県に関心がなくて、東京にしか関心がありませんでした。もちろん 18
歳まで青森県におりましたから、他の人に比べたらある程度の知識はあります。18 歳から自分
で働いていましたから労働問題に関心があって、労働問題のライターになろうという気持ちは
そのころからありました。それで大学は文学部に入り、社会問題のルポルタージュを書こうと
考えていたのです。それで 30 歳でフリーになって、公害問題から取り組みました。 
 最初はイタイイタイ病です。長崎県対馬でカドミウムによるイタイイタイ病が発生している、
という話がありまして、それを地域の人びとと企業がどういうふうに考え、どう対応したのか
を明らかにしたい、と考えました。『隠されてた公害』のあと、北九州工業地帯の八幡製鉄所な
どの大企業によって、洞海湾という工業港が真っ黒だったので、その黒く汚染される海の歴史
と住民の関係について書きました（『死に絶えた風景』）。 
 1969 年に、新全総（新全国総合開発計画）というのがありまして、青森県は巨大開発という
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事業に着手しました。巨大開発の候補地として、下北半島の開発の歴史が始まったのです。問
題はその前から土地買収がどんどん進められていったことです。私は青森県出身ですから青森
県が工業県になるなんて考えられなかったわけで、実際には、工業県にはならなったのですけ
れど、「むつ小川原巨大開発」、陸奥湾という巨大な湾と、太平洋岸、下北半島の首の部分の海
岸両方を埋め立てるという巨大な開発だったのです。私はそれを 1970 年からずっと見てきまし
た。 
  
 もともと、青森県は農業県で行くはずだったのです。工業化を目指したのは、青森県が目指
したのではなく、国の方針、産業界の要請に基づいて工業県へ向かったのです。県も土地買収
に積極的に協力していました。 
 1970 年ごろ、青森県知事の竹内俊吉氏のところを訪ねて、「この開発のお話が竹内さんのお
耳に達したのはいつ頃ですか」と言いましたら、竹内知事は「お耳に達したのではない、おれ
が引っ張ってきたのだ」と言っていました。でも、その前までの方針では農業県にすると言っ
ていたわけですね。もちろん工業開発というのも御自分がやりたいわけでして、青森県が最後
の開発計画になったのです。それが失敗した。新全国総合の開発計画というのは、大変ズサン
なものでした。 
 国と県と民間企業による第三セクターがつくられました。その前の新産業都市計画は、「辛酸
都市」とあとから批判されるようなりました。最終的に四日市や八戸など全国にひどい公害都
市をつくりました。その反省に基づいて遠隔地に大規模な大工業地帯をつくる、という、経済
企画庁の方針で新全総が出てきました。田中角栄の「日本列島改造」と呼応して、遠隔地を巨
大開発して大工業地帯にすると、それを新幹線、飛行機、コンピュータで結ぶ、という計画だっ
たのです。経済企画庁の下河辺淳という開発局長（のちに次官）が、むつ小川原開発と志布志
湾の開発と、それから響灘、北九州の響灘です。この三つは絶対できると、力をこめて断言し
ました。開発の最高責任者が言ったのだから、成功するのだろうと思っていましたけど、結局、
できなかったのです。 
 1973 年にオイルショックが発生したからです。用地買収はだいたい 70 年～73 年ぐらいでほ
ぼ済みました。もちろん反対されて買収できなかったところはありましたけれど。早く買収で
きたところは開拓地ですね、満州から帰ってきた人たちが開拓した土地でした。開拓地という
のは、涙と血で開拓したというイメージがあるから、土地にこだわっているのかと思ったので
すがあんまりこだわらなかった。 
 というのも寒冷地のやせた土地で生涯に亘る借金を早く返したいという、そういう希望がも
のすごく強くて、そこに土地買収の話が来たのです。結局、青森県の開拓地というのは、太平
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洋岸でして、「やませ」という冷たい風が吹いて海から押し寄せてくる。ほんのちょっとした期
間しか作物が育たない。金銭が入らないという生活ですね、畑作中心でも葉物ができない。今
ではなが芋を売り出していますが、せっかく水田開発が始まったと思ったら、すぐ減反政策に
変わった。なが芋とか根菜類とか、そんなものしかできなかったのです。 
  
 それはともかく、オイルショックになったときに、財界 150 社が出資金を支払い、「むつ小川
原開発株式会社」という会社が作られました。けれども今ではほとんど赤字状態で、会社は存
続していますけれど、その用地買収したところに核燃料センターが来たという、これが巷間に
伝わっている歴史です。 
 1984 年に入って、ここに核燃料の廃棄物再処理工場をつくる、核センターをつくる、と発表
されました。核センターというのは「3 点セット」と言われまして、濃縮ウラン・プラントと
低レベル放射能の廃棄物埋設施設、それと再処理工場、この 3 点だけだったのです。それで「3
点セット」。これで 1 兆円というプランだったのです、発表した当時は。 
 それもひどいマヤカシで、今は濃縮ウラン工場と再処理工場と低レベルの廃棄物のほかに、
高レベルの廃棄物の貯蔵所と MOX 工場も建設することになりました。70 年代初めから核セン
ター構想があったのですね。低レベルの核廃棄物は運ぶけれど、高レベルは運ばないと宣伝し
ていたのです。ところが、高レベル核廃棄物が入ってきたのです。3 点セットが 4 点セット 5
点セットになって、MOX 工場が造られることになりました。プルトニウムなどの高レベルの核
廃棄物が搬入されたときには、再処理工場の原料だという理屈ですね。再処理工場が全然陰も
形もない時に原料が入ってくるというのです。つまり、初めから「核燃料サイクル」という「も
んじゅ」まで到達する、核再処理工場計画があったのです。濃縮ウラン工場は、たいして機能
しない、低レベルはまあ、これはしょうがない。でも、これは最終処分場です。さらに、預け
ていた高レベル核廃棄物がフランス・イギリスから戻ってきて、六ケ所村に搬入されたのです。 
 私は、この「核センター計画」は新全総の計画時期からあったのだということをさかんに主
張してきました。つまりは、1969 年の新全総計画の中に、核センターを作るプランがちゃんと
入っていたのです。通産省の外郭団体である、「日本工業立地センター」の事業計画の中にも、
ちゃんと入っていたのです。それをいくら私が主張しても結局、1984 年に、電事連が記者会見
で、再処理工場を含む核燃料リサイクル工場を持っていくというふうに発表して、そこから、
六ケ所村の正史には、「この頓挫したむつ小川原開発に救世主の如く現れたのは核燃料サイクル
基地であった」というふうに書かれています。もう使いようのない、買収された荒れ地の救世
主として、再処理工場が現れたという、それが正史になっているのです。しかし、それは「偽
史」です。 
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 それで私は、そうではないんだ、と主張してきました。1969 年当時から、69 年 3 月の日本工
業立地センターが作成した「陸奥湾男鹿半島大規模工業開発調査報告書」というのがあって、
そこに「六ケ所村が原子力産業のメイン」となっていました。「わが国で初めての原子力母港の
建設を契機とし」、この原子力母港というのは「むつ」です。原子力船「むつ」。ですから青森
県の最初の開発計画の時から、原子力船「むつ」はもう、存在していたのです。 
 「原子力母港の建設を契機とし、原子力産業のメッカになれるように条件を築くことである。
当地域は原子力発電所の立地、地盤、および地帯という条件を満足させており、将来、大規模
発電施設、核燃料濃縮成型加工、再処理等の一連の原子力産業地帯として十分な敷地が存在し
ている」。その前から国の開発審議会でも同じように言われてきました。 
 ご存知のように、電力会社というのは、各ブロックの経団連の代表、地域の経済連会長とい
うのは大体電力会社の会長が占めているのです。その時の経団連の会長、新日鉄の稲山嘉寛会
長が来たりして、稲山さんは、原子力製鉄をやる、と発言しています。あの頃は、原子力はほ
とんど未来のエネルギーだから、製鉄から船から、まあ、いろんなものに使うことができる。
そういえば、野球にも「原爆打線」とか「原子力打線」とか、そういう表現で強力なエネルギー
がもてはやされていました。 
 米国の原爆を開発したロスアラモスの原子力記念館を見学したとき、長崎に落とした原爆の
絵はがきやグッズが売られていました。日本でも各地域に原子力記念館があって、原発を宣伝
しています。現在では、青森県人は、「ウラン鉱山以外は全部来てしまった」と自虐的にいって
います。 
 また、六ケ所村の北側の東通村に 20 基の原発を建設する予定地がありました。土地はもう買
収されております。東京電力と東北電力が両社で 20 基作るというプランがあって、今、東京電
力が工事を一時中止しているが、東北電力の一基が稼働したあと運転停止しています。なんで
そんなに原発が建設される予定かというと、何でもかんでも、青森県の下北半島は、民度が低
く、貧しいから押しつけるんだ、と考えるとわかりやすいのです。 
 その 1969 年当時は、そのほかの地域にも新全総の巨大開発になるプランはあったわけです。
例えば、あの鹿児島の最先端の、まあ僕が言うと口幅ったいけれど、やはり貧しい地域で、志
布志湾岸にも、そのような計画があったのです。どうして青森県が狙われたのかというのは、
やはり他の地方から離れていて、貧しさが先にあったのでしょう。 
 実は私は、当時の県の幹部に、その工業立地センターの文書を持って会うためのアプローチ
をしたのですけれどぜんぜん会えなくて、NHK のドキュメンタリーの取材のときに、その調査
報告書を突きつけて質問しました。「どうして原子力産業を入れる、という文言をはずしたので
すか」と聞いたら、知事が「はずそう」と言ったというのでした。「知事の決意ですからね」と。 
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 余談ですけれど「知事は核燃料サイクルの知っていたのですね」と幹部に確認すると、「大体
そうではないですか」と。ちょっと話が変わって「青森県は 100 分の 1 でしょう」と言う。「わ
れわれ田舎っぺは、自分は一万円札だと思っていても、中央からみたら 100 円札でしかない」
という、そういう存在というのは、まあ悲しい話ですね。 
 さっき藤本さんが冒頭に沖縄の話をなさったけれども、沖縄にたいする中央政府の差別意識
はもっとひどい、と思います。植民地意識といいますか。 
 大間原発というのは、津軽海峡の下北半島の最先端にありますが、北海道の函館とは海を挟
んですぐ傍です。とにかく日本の本州の最北端なのです。最北端に大間原発が来ましたが、電
源開発の最初の原発は、一種の実験炉で、それを押しつけたのだと思います。 
 歴史を振り返れば、原子力の産業への転換は、アメリカの 1953 年のアイゼンハワー大統領の
平和利用演説から始まったのです。大間は最初のカナダの重水炉、アメリカの新型転換炉となっ
て、今度はそれが変わって原料 MOX という極めて実験的で、世界中どこにもないという。だ
から、実験的に電源開発が使われていたのではないかと思います。これは僕の推測ですけれど、
プルトニウムをうまく消化していこうという机上プランですね。 
 それで、下北半島の最先端のところに大間があり、こちらから見るとドン詰まりなのですね。
ただ、そこは都市部から隔離され、しかも人口密度が少ない。しかし今問題になっているのは、
その最北端の僻地が実は、原発基地の最前線になったというのが明らかになっています。それ
で函館のほうから見ると、設置申請するのと許可するのに北海道を全く無視していた。津軽海
峡の向こう側を無視していたのですね。見えないわけではない。あそこは海岸線をずっと走っ
ていくと北海道の函館山も見えるのを誰も知らない人はいない。今でも大間から函館まで 1 時
間半ぐらいですか、船で。それで買い物に行くという極めて近いところなのですよ。あの大き
な北海道を無視していたという、これもひどい話だなと、思いました。だから、函館市長が怒っ
て裁判にしたのでしょうけれど、函館のほうから見るとなんでも見えやすいのです。 
 大間の原発のクレーンが動いているのが函館から見えると言われています。そんな中央の論
理に六ケ所村の人たちが翻弄されてきた。六ケ所村の人たちについては、私の『六ケ所村の記
録』と『下北核半島』という本がありますから、そういう人たちがどういう運命になったかが
書かれています。機会があったら御覧ください。 
 もう一つの問題は、私が他の原発を取材して「ここの廃棄物はどこに行くのですか」と聞く
と、係員が案内してくれながら、「これは六ケ所村に行くから何の心配はないです」と言ってい
ました。全部六ケ所村に行くのだという、そういう前提ですね。その人たちはそう考えている。
六ケ所村で再処理をやるから、どんどんここで発電して使用済み燃料ができても、六ケ所村へ
もって行くという。それがプルトニウムになって、まあ「もんじゅ」で使われて、そして MOX
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工場にもどってくる。そこまで考えているのかどうか知りませんが、まあとにかく六ケ所へ押
しつけることに、何の問題も感じていなかったですね。六ケ所村へ持っていくのだ、それでお
しまい、ということを。 
 ところがいま、六ケ所村へはこの間、九州電力の「玄海原発」から使用済み燃料が 5 トン入っ
て来ましたね。これは 8 月 31 日に、それで使用済み燃料の在庫量は 2,964 トンで、フルが 3,000
トンなのです。稼働割合は 98.8 パーセントですから、あと 1.2 パーセントしかキャパシティ（余
裕枠）がないのです。 
 もう他の原発からは運び込めない。だから、これからは、他の原発は稼働すると自分のプー
ルで冷却するしかない。そのあとはどうするのか。それで六ケ所村の 98.8 パーセントまで貯
まったやつを、どういう形で最終処分まで持って行くのか、大問題ですね。ピットに入れてあ
るのが、再処理工場のガラス窓越しに見えますけれど、丸いふたで、全部アイスキャンデーを
昔入れたあれと同じ形で、一個ずつ入っているわけですけれど、それをもう一度 50 年ぐらい
経って引き抜いて、中間貯蔵所がむつ市にありますから、むつ市まで陸送で、まあ船でしょう
か、船で運んで行って、そこに預けて、そこからもう一度幻の、まだ場所さえ決まっていない、
最終処分場に持っていく、まあ理論的には可能でしょうけれど、物理的にどうなのか、巨大な
車に載せて中間貯蔵所に運んでいき、それから最終処分場へ搬送できるのでしょうか。 
 北海道の幌延に埋設するという話もあります。北海道の幌延に、これはガラス固化体を鉄と
厚い粘土で覆って、最終処分場ですから、地中 300 メートルの所で最終処分。永遠に捨てると
なっていますけれど、担当者に、円形の容器は大丈夫なのか、と聞くと、まあ将来は廃液が地
上に出てきたときは、もうすでに大丈夫だと、そういうことなのですよね。 
 この最終処分場というのは、初めはガラスを混ぜたバリアに入れて、それを金属製の鋼鉄の
厚いやつに入れて、それから粘土質のところ厚み 70 センチの粘土質のところで押さえて、天然
バリアの岩盤の中へ入れる。ところが地震が発生したらどうするのでしょう。大地震が来たら
どうなるのか、ということを忘れているんです。 
 フィンランドのオンカロ、あれは映画がありまして、「10 万年後の安全」というので、10 万
年後にどうなっているかという映画です。10 万年後には我々が生きていない。危険ということ
を将来の子たちに伝えられるのか、絵にかいて伝えられるかどうか。10 万年間は岩盤の中に
入っているという想定で、その後のことを心配しているのですけれど、日本は 1 万年後までそ
のまま安置されているかどうかということです。 
 とにかく六ケ所村とはそういうところだと認識していただければありがたいし、どういう存
在なのかということを考えてください。 
 もちろん、いまだ最終処分場は決まっていないのに、また、決まらなくてももうそれだけの
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ものが、他の地域にはないものがあるのか不思議です。それに東通村にある東北電力と東京電
力の広大な土地も心配です。ひょっとして…。なにに使われるのか。どうしてこうなったのか、
ほんとうに青森県人にしてみれば不信感が募ります。私の話は一応、この辺で終わりにします。
ありがとうございました。 
 
 
第２章、核燃サイクル３０年 六ヶ所村の現状 
 
伊藤 奈々恵 
（毎日新聞社・記者） 
 
１、はじめに  
 1985 年に、青森県六ヶ所村が核燃サイクル施設の立地を受け入れて、30 年が過ぎた。2011
年 3 月の東京電力福島第１原発事故後、各地で脱原発の声が大きくなったが六ヶ所村は違った。
2014 年 6 月の村長選では、「核燃との共存共栄」を掲げた候補が得票率 95％で圧勝し、2015 年
4 月の村議選では、「核燃に頼らない村を」と訴えた候補だけが落選した。 
 私は、2013 年 4 月～2015 年 4 月、毎日新聞青森支局に勤務した。なぜ村は核燃施設を受け入
れたのか。事故後も大きな反対運動が起こらないのはなぜか。村民は核燃施設をどう思ってい
るのか。それぞれ考えてみたい。 
 
２、受け入れの背景 
 「核燃サイクル」は、原発で使い終わった燃料を処理・加工し、再度発電に利用しようとす
る取り組みだ。核燃サイクルの中心となる「再処理工場」は、原発で使い終わった核燃料をウ
ラン、プルトニウム、高レベル放射性廃棄物に分ける施設で、高レベル放射性廃棄物はガラス
で固め処分し、ウランやプルトニウムは燃料として再利用する。  
 六ヶ所村には、ウラン濃縮工場・低レベル放射性廃棄物埋設センター・高レベル放射性廃棄
物貯蔵管理センターがあるほか、使用済み核燃料再処理工場とＭＯＸ燃料工場が建設中で、核
燃サイクル事業に必要な施設が集中立地している。 
 村がこうした核燃サイクル施設を受け入れて、県や事業者と立地協力の協定を結んだのは
1985 年 4 月のことだ。 
 なぜ、受け入れたのか。背景には、1969 年閣議決定された「新全国総合開発計画」に盛り込
まれた「むつ小川原開発」がある。六ヶ所村を中心に巨大石油コンビナートを作る構想で、約
